
2013年30週(07月22日～07月28日)

○ 山梨県内流行情報

○ 富士・東部管内流行情報

○ 定点報告の感染症 定点・・・定点当たり報告数

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 139 0.03 831 0.26 1811 0.58 3543 1.13 10496 3.34 2304 0.73
山梨県 - - - - 3 0.13 21 0.88 49 2.04 21 0.88
中北 - - - - 1 0.13 4 0.5 20 2.5 4 0.5
中北峡北 - - - - - - 11 2.2 10 2 7 1.4
峡東 - - - - - - 2 0.5 7 1.75 1 0.25
峡南 - - - - - - - - - - - -
富士・東部 - - - - 2 0.4 4 0.8 12 2.4 9 1.8

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 27773 8.83 151 0.05 1963 0.62 43 0.01 10618 3.38 882 0.28
山梨県 313 13.04 - - 17 0.71 - - 25 1.04 5 0.21
中北 131 16.38 - - 4 0.5 - - 8 1 4 0.5
中北峡北 64 12.8 - - 5 1 - - 5 1 - -
峡東 64 16 - - 5 1.25 - - 4 1 - -
峡南 5 2.5 - - - - - - - - - -
富士・東部 49 9.8 - - 3 0.6 - - 8 1.6 1 0.2

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 9 0.01 468 0.69 14 0.03 36 0.08 196 0.42 22 0.05
山梨県 - - - - - - - - - - - -
中北 - - - - - - - - - - - -
中北峡北 - - - - - - - - - - - -
峡東 - - - - - - - - - - - -
峡南 … … … … - - - - - - - -
富士・東部 - - - - - - - - - - - -

感染症発生動向調査情報感染症発生動向調査情報感染症発生動向調査情報感染症発生動向調査情報（（（（週報週報週報週報））））

平成25年8月7日
富士・東部保健所

富士・東部管内においても、未だに手足口病が警報レベルです。引き続き、手洗い・うがいを励行し感染
予防に努めましょう。

　第30週の手足口病は、山梨県内の定点あたりの報告数が13.04となり、過去5年間で一番高い値となっ
た先週の12.00ををさらに上回りました。全国の定点あたりの報告数も8.83にのぼることから、全国的に患
者が増加しております。また、平成25年に入ってからの山梨県内累積報告数も1,253人にのぼります。平
成24年の累積報告数の245人を大きく上回り、流行した平成23年の1,774人に迫る勢いで増えていること
から、今後の動向に特に注意が必要です。手足口病は、口の中、手のひら、足底や足背などに2～3mm
の水疱性発疹が現れる特徴をもつ、特に未就学児に多い疾患です。口の中の発疹に痛みがある場合は
食欲が低下しますので、水分を十分にとり、刺激の少ない消化の良い食事をとりましょう。引き続き手洗
い・うがいの励行を心がけるとともに、症状がある場合はタオルの共用を避けるなど、家族ぐるみで感染
の予防に努めましょう。   【今週の警報】：手足口病（※定点あたり5.0以上で警報）→中北保健所管内
〔16.38〕、中北保健所峡北支所管内〔12.8〕、峡東保健所管内〔16〕、富士・東部保健所管内〔9.8〕／【今週
の注意報】：なし
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○ 山梨県週別発生動向

疾病 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数

インフルエンザ - - - - - - 0.03 1

ＲＳウイルス感染症 - - 0.04 1 0.04 1 0.08 2

咽頭結膜熱 0.13 3 0.08 2 0.21 5 0.17 4
Ａ群溶血性
レンサ球菌咽頭炎 0.88 21 1.38 33 1.42 34 1.63 39

感染性胃腸炎 2.04 49 1.83 44 3.08 74 2.88 69

水痘 0.88 21 0.38 9 0.75 18 0.71 17

手足口病 13.04 313 12 288 8.96 215 6.04 145

伝染性紅斑 - - - - 0.13 3 0.04 1

突発性発疹 0.71 17 0.17 4 0.38 9 0.38 9

百日咳 - - - - - - 0.04 1

ヘルパンギーナ 1.04 25 0.79 19 0.63 15 0.38 9

流行性耳下腺炎 0.21 5 0.25 6 0.08 2 0.17 4

急性出血性結膜炎 - - - - - - - -

流行性角結膜炎 - - - - 0.33 3 0.22 2

細菌性髄膜炎 - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - 0.4 4 0.3 3

クラミジア肺炎 - - - - - - - -
※推移と状況のコメントは、過去５年分のデータ（平均値等）に基づき表示しています。

○ 全数報告の感染症
分類 性別 年齢

三類感染症 男 4
三類感染症 女 79
五類感染症 男 59
二類感染症 男 81
二類感染症 女 88
二類感染症 女 81
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中北

腸管出血性大腸菌感染症
中北

結核 中北
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